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A Study of Fruitful life 



















































































































































年齢は最も高いのが JPN，低いのが USA であった。また
持ち点もこれと同様であった。障がいを有した年齢は最も
高いのが JPN，低いのが AUS であった。競技開始年齢は最
も早いのが USA で，遅いのが JPN であった。競技年数は
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